
豊かな自然と文化の薫る海上空港都市三三三昭和61年2月 1日 No.1048 

市政だより
ー人口の動き

(前月比〉
人口(男)33. 467 +140 

(女)36. 291 + 70 
(計)69. 758 +210 

世帯数 20.518-393 
オ月4日現在

(住民基本台帳による〉

消防出初式(1月8日)

包ω三v(tjω巴 お@lfJc:::J伊
恒例の消防出初式ガ 消防団員ら約700人ガ参加して補助グランド などで行われましだ

式典の後 車両パレ ドと分列行進に移り ハッピ 姿もかわいい鈎年消防クラブの保育園児200人も参加

最後は消防署横の大土戸川で 消防車から一斉に水の戸ーチガかけられ 見物人から歓声があがりました

年同 1R ・1:;向島行 益 行 所 / 安村市待 所 管 附命4111 編隼 /応部 会時、課 印刷所/九州 凸 版 刷



ペ
ー
月
内
目
、
成
人
の
目
、
大
村
市

で
も
、
間
人

(
男
抑
入、

女
似
人
)

ガ
大
人
の
仲
間
入
り
。

当
日
、
市
民
会
館
で
式
典
ガ
行
わ

れ、

戸
島
市
長
の
あ
い
さ
つ
な
ど
に

続
き
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
津
曲

順
子
さ
ん
H
看
護
学
生
日
と
白
水
義

浩
さ
ん
リ
自
衛
官
H

ガ
決
意
を
述
べ

ま
し
定
。

式
典
終
了
後
、
新
成
人
者
に

「成

人
に
な
っ
て
の
感
想
」
「大
村
市
に
望

む
こ
と
」
を
尋
ね
て
み
ま
し
だ
。
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も
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司
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叩

成
人
式
で
手
話
通
訳
を
し
ま
し
た
。

同
じ
は
た
ち
の
人
に
通
訳
し
た
ん
で

す
け
ど
、
大
変
よ
く
わ
か
っ
た
と
言

っ
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
一

生
、
心
に
残
る
成
人
式
で
し
た
。

手
話
は
2
年
位
や
っ
て
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
ず
っ
と
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

も
っ
と
多
く
の
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

優
し
さ
の
あ
る
人
聞
に

企
業
誘
致
で
街
に
活
気
を

つ
感 よ
じう
。ゃ

れ 大
か 人
らの

同簡
人入
J，-' yl 曹三論 陣 4 主 -，;----事

逗三 舎道由美さん
惑 い (宮小路T丁目・銀行員)
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ぐ

を
か
け
な
い
社
会
人
に
な
り
た
い
。

現
在、

大
村
市
は
若
い
人
の
働
く

場
が
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す。

わ
た
し
の
友
だ
ち
も
ほ
と
ん
ど
が
県

外
に
出
て
る
ん
で
す
よ
。
友
だ
ち
全

部
が
市
内
で
働
け
る
よ
う
企
業
の
誘

致
に
力
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
若
い

人
が
多
く
な
れ
ば
、

も
っ
と
活
気
あ

る
市
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

会

ガ

t安

農

業

の

近

代

侶

を
ん

A
F

』、，
J

大
殿

直

郷
瀬
一
J，，、、

こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
一

人
の
社
会
人
と

し
て
の
認
識
を
深
め
、
若
者
ら
し
い

責
任
の
あ
る
行
動
に
努
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

大
村
市
は
、
塁
父
通
網
の
要
口
農

業
の
近
代
化
、
若
者
が
働
く
喜
び
と

人
を
信
じ
郷
土
愛
や
希
望
の
あ
る
町

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
をん

ー
さ
員

郎
社

」・

4
2

j

町
田
旭

前

(

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
責

任
あ
る
行
動
を
し
た
い
し
、
多
く
の

人
た
ち
と
接
し
た

h
，
惨

い
と
思
い
ま
す
o

jam可

市
に
望
む
こ
と

唱
4
・
'

は
、
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
作
っ

て
も
ら
い

た
い
し
、
若
者
が
落
ち
着
け
る
産
業

が
多
く
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
事
に
挑
戦
し
た
い

な 動
事を ー
にと人
もりの
挑た大
戦 い 人
し。と
てそし _.~ 司

会予五 A /f 一 一 、
与):~ 41・a~宮、 f:
ZZ Z土 井 そのみさん
吋 ん行 (武部町・会祉員)

く

市
外
の
人
に
対
し
て
、
大
村
市
を

自
慢
で
き
る
よ
う
な
「
き
れ
い
な
市
」

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す。

ご協力 ください)

交
通
拠
点
都
市
を
目
指
し
て

山脇登美子さん

(檀松3丁目・事務員)

(工事中ご迷惑をおかけしますが、

友
だ
ち
と
旅
行
な
ど
を
し
て
み
た

い
。
そ
し
て、

恋
も
し
て
み
た
い。

や
さ
し
く
て
、
わ
た
し
を
か
わ
が
っ

て
く
れ
る
人
が
理
想
か
な
。

大
村
は
空
港
、
高
速
道
路
、

新
幹

線
と
県
の
交
通
拠
点
都
市
と
し
て
伸

び
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
ま
す。

多
く
の
人
ガ
集
ま
る
市
に

道しる べ

ん。議
ea幸
町

ii

訪

.

.

 野
諏

・
・
杉
は

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
意
志
で
行

動
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
、
責
任

も
問
わ
れ
る
の
で
、
責
任
を
持
っ
て

行
動
に
心
が
け
た
い
。

市
外
か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
面
で
大

勢
の
人
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
市

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

伸びる文化の※下水道



瓦
コ
買
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
グ

コ
和
一
泊
実
包
の

E

コ日
U
司
包
日
砂
誌
に
さ
日
w
金

一

一
情
一
消
火
器
は
、
火
災
や
し
よ
う
。

下
ー
下
上
地
震
の
と
き
の
初
期
消

一
肖
一
一
火
に
は
大
変
効
果
が
あ

六
げ
「
し
り
、
家
庭
に
1
本
は
備

え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
大
村
市
内
で
も

消
火
器
の
訪
問
販
売
や
点
検
、
詰
替

え
を
め
ぐ
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
が
ふ
え

て
い
ま
す
。

悪
質
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
手
口
に

乗
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
注
意
し
ま

ら 山川州1111川

北方の領土かえる日
平和の日

むおお市政だより(3) 
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北海道根室市の納沙布岬沖につらなる醤舞群島、
i可 L ぐはlfJ とうふ

色丹島、薗援島、択捉島の四つの島のことです。

悪
質
怠
販
売
の
手
口

⑦
消
防
署
員
で
あ
る
か
の
よ
う
な
態

度
、
ま
た
、
許
可
を
受
け
て
い
る
か

の
よ
う
な
言
葉
づ
か
い
を
す
る
。

《注
意
》
消
防
署
が
、
消
火
器
を
販

売
し
た
り
、
あ
っ
せ
ん
や
販
売
の

許
可
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
一
般
塞
庭
に
も
設
置
義
務
が
あ
る

よ
う
な
こ
と
を
言
う
。

《注
意
》
一
般
家
庭
に
消
火
器
の
設

置
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
っ
き
り
「
買
う
」
「
買
わ
な
い
」

の
意
田
、
主
衣
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
消
火
器
が
古
く
て
、
使
え
な
い
よ

う
な
こ
と
を
言
う
。

《
注
意
》
容
器
は
古
く
て
も
、
異
状

が
な
け
れ
ば
薬
剤
を
詰
替
え
る
だ

け
で
も
使
え
ま
す
。

④
楽
剤
が
古
い
と
言
っ
て
「
詰
替
え

が
必
要
」
と
思
い
こ
ま
せ
る
。

《注
意
》
本
当
に
詰
替
え
が
必
要
か
、

費
用
は
い
く
ら
か
か
る
の
か
確
め
、

必
ず
立
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
事
業
所
な
ど
に
「
点
検
に
来
た
」

と
言
っ
て
、
従
業
員
に
当
然
の
よ
う

運
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

毎
年
、

2
月
7
日
を
「
北
方
領
土
の

日
」
と
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

1
8
5
5
年
2
月
7
日

(
旧
暦
で
は
安
政
元
年
ロ
月
幻
日
)

伊
豆
下
回
に
お
い
て
日
露
通
好
条
約

が
調
印
さ
れ
、
こ
の
条
約
で
日
本
と

う
る
♂
J

ロ
シ
ア
の
国
境
は
得
悔
島
と
択
捉
の

間
と
な
り
、
得
撫
島
よ
り
北
の
千
島

列
島
は
ロ
シ
ア
領
、
択
捉
島
よ
り
南

は
日
本
領
と
さ
れ
、
古
来
か
ら
日
本

の
領
土
で
あ
る
こ
と
が
初
め
て
法
的

に
両
国
で
確
認
さ
れ
た
日
で
す
。

そ
の
摩
史
的
な
音
量
賓
か
ら
最
も
ふ
さ

わ
し
い
日
と
さ
れ
た
の
で
す
。

に
思
い
こ
ま
せ
る
。

《注
意
》
、
必
ず
、
責
任
者
を
決
め
て

お
き
、
立
ち
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
訪
問
販
売
に
、
疑
問
や
不

審
を
感
じ
た
ら
ー
ー

大
村
消
防
署
(
包
②
4
1
3
8
)
、

宮
小
路
出
張
所
(
宮
⑤
8
0
1
7
)

へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
区
域
外
の
家
庭
は

家
庭
雑
排
水
処
理
施
設

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

河
川
や
農
業
用
水
路
、
大
村
湾
を

汚
染
さ
せ
な
い
た
め
、
下
水
道
刊
年

計
画
区
域
外
の
家
屋
か
ら
排
出
さ
れ

る
台
所
な
ど
の
排
水
は
、
処
理
施
設

で
処
理
し
て
流
し
ま
し
ょ
う
。

処
理
施
設
を
設
置
さ
れ
た
場
合
、

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

放
流
型

2
万
円

(
本
体
工
事
費
約
6
万
円
)

無
放
流
型

6
万
円

(
本
体
工
事
費
約
日
万
円
)

小
型
合
併
浄
作
楢
叩
万
円

(
本
体
工
事
費
約
百
万
円
)

※
尚
、
工
事
費
は
施
工
状
況
に
よ

り
変
動
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
公
害
係

ロ
7
ィ
a
d
m
o
q

(
食
ロ
∞
屑
破
砕
処
理
機
)

を
使
わ
な
い
で

i
下
水
管
ガ
つ
ま
つ
だ
り
し
ま
す
i

デ
ィ
ス
ポ
i
ザ
を
使
用
す
る
と
、

下
水
管
が
つ
ま
っ
た
り
、
下
永
噌
処
理

場
の
運
転
管
理
に
支
障
を
き
た
す
の

で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
台
所
流
し
の
溜
桝
に
油
な

ど
が
固
ま
り
つ
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
掃
除
を
定
期
的
に
し
て
取

り
除
き
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
ゴ

ミ
と
一
緒
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

れ一
青
色
mu

吟碍

家
の
新
築
や
土
地
開
発
の
と
き
は

建
築
協
議
・
土
地
開
発

協
議
を
お
忘
れ
な
く

市
内
で
、
家
屋
な
ど
の
新
・
増
改

築
や
、

1
0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
(
土

地
開
発
)
を
行
う
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
建
築
量
議
、
土
地
開
発
協
議
の
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
公
害
係

よい自然使う心に※よい石けん



(4) りむ
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お

この一葉

お111川

明

任
期
満
了
に
よ
る
長
崎
県
知
事
選
挙
、
ガ
¥
2
月
3
日
告
示
さ
れ
¥

均

四

2
月
お
巴
に
投
票
、ガ
行
わ
れ
ま
す

。

叩

叫

今

後

4
年
間
、
長
崎
県
政
を
ま
か
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
ひ
と
均

一
り
も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

日

段
票
資
格
が
あ
る
人

住
所
要
件

昭
和

ω年
日
月
1
日
ま

で
に
大
村
市
に
転
入
の
届
出
を
し

2
月
1
日
現
在
、
住
ん
で
い
る
人

年
齢
要
件

昭
和
む
年
2
月
M
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

ご
覧
く
だ
さ
い

選

掌

人

名

簿

選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
た
人
を
記

載
し
た
書
面
を
縦
覧
し
ま
す
。

場時期
所間間

2
月
3
日
開
1
4
日
例

午
前
8
時
初
分
j
午
後
5
時

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

不
信
者
録
票
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

投
票
日
の
当
日、

次
の
よ
う
な
理

由
で
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
が
で
き

な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

安
眠
票
区
の
区
域
外
で
、
仕
事
な
ど

に
従
事
中
の
場
合

②
や
む
を
え
な
い
理
由
で
市
外
へ
行

か
れ
る
場
合

③
出
産
や
癌
気
な
ど
に
よ
る
場
合

④
転
出
の
場
合
(
県
内
の
他
の
市
町

村
へ
の
転
出
に
限
る
)

不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
は、

投

票
の
公
正
を
期
す
る
た
め
手
続
き
が

必
要
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
面
倒
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

2
月
3
日
開
1
2
月
幻
日
出

※
日
曜

・
祝
日
も
で
き
ま
す
。

時
間

午
前
8
時
初
分
1
午
後
5
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

停
の
不
自
由
な
人
は

郵
便
録
票
が
で
き
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

重
度
の
障
害
の
人
は
、
郵
便
で
投
票

で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
(
有
効
期

間
4
年
)。
該
当
さ
れ
る
人
は
、
早

自
に
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
投
票
を
す
る

人
は
、
投
票
用
紙
お
よ
び
投
票
用
封

筒
の
請
求
書
に
郵
便
投
票
証
明
書
を

添
付
し
て
、
2
月
四
日
附
ま
で
に
選

挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ

長
崎
県
内
の
他
市
町
村
へ

誌
出
さ
れ
る
人
の
禄
票
は

大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
で
、
県
内
の
他
市
町
村

へ
転
出
さ
れ
る
人
は
、
次
の
方
法
で

投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
に
大
村
市
の
投
票
所
で
投
票

す
る
場
合

転
出
先
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

「引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の-証

明
書
」
(無
料
)
を
持
参
し
て
く
だ
さ

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

大
村
市
ま
た
は
転
出
先
の
市
町
村

の
ど
ち
ら
か
で
、
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

な
お
、こ
の
場
合
も
、
投
票
用
紙
な

ど
の
請
求
の
折、

転
出
先
の
市
町
村

長
が
発
行
す
る

「引
き
続
き
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

※互いに相手の立場を考え、豊かな人間関係をつくりましょう

長
崎
県
内
の
他
市
町
村
か

5

転
入
さ
れ
た
人
の
禄
票
は

昭
和
印
年
日
月
2
日
以
降
、
県
内

の
他
市
町
村
か
ら
大
村
市
へ
転
入
の

届
出
を
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、

次
の
方
法
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
に
前
住
所
地
で
投
票
す
る
場

合
大
村
市
長
が
発
行
す
る

「引
き
続

き
住
所
を
有
す
る
旨
の
-
証
明
書
」
(市

民
課
で
発
行
し
ま
す
。
無
料
)
が
必

要
で
す
。

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

大
村
市
ま
た
は
前
住
所
地
の
ど
ち

ら
か
で
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
も
投
票
用
紙
な

ど
の
請
求
の
折
、
大
村
市
長
が
発
行

す
る

「引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨

の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。



投

票

所

入

場

券
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投
票
所
入
場
券
は
、
郵
便
で
直
接

皆
さ
ん
へ
お
届
け
し
ま
す
。

2
月
6
日
頃
発
送
し
ま
す
が
、
も

し
届
か
な
い
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
た
は
近
く
の
出
張
所
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
近
、
市
内
で
転
居
さ
れ

た
人
は
、
選
挙
人
名
簿
の
移
し
か
え

が
で
き
な
い
人
も
あ
り
ま
す
。
入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
な

む

E
n
E一
可
制
冗

R
M

園
田

F

姐
Rr
劃
劃
別

a
H
m

確
定
申
告
は
早
目
に

串
止
ロ
期
間
・

2
月
叩
日
1
3
月
時
日

正
し
い
確
定
申
告
を

所
得
税
は
、
所
得
の
状
況
を
最
も

よ
て
知
っ
て
い
る
納
税
者
自
身
が
、

税
法
に
従
っ
て
所
得
と
税
額
を
正
し

く
計
算
し
、
申
告
納
税
す
る
と
い
う

申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
申
告
し
な
か

っ
た
り
、
間
違

っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
後
で

不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、

加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

壁
疋
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

事
幸
市
を
し
で
い
る
人
や
、
不
動
産

収
入
が
あ
る
人
、

土
地
や
建
物
を
売

おお市政だより(5) 

け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
入

場
券
を
よ
く
確
か
め
て
投
票
所
ヘ
・
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

選

挙

公

報

知
事
選
挙
の
選
挙
公
報
は
、
2
月

9
日
頃
、
町
務
連
絡
員
を
通
じ
て
各

世
帯
に
配
布
し
ま
す
。
も
し
、
届
か

な
い
世
帯
が
あ
り
ま
し
た
ら
選
挙
管

理
委
員
会
ま
た
は
近
く
の
出
張
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

っ
た
人
な
ど
で
、
所
得
金
額
の
合
計

額
が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
シ
」
き
ο
。

白
色
申
告
者
も

収
支
内
訳
書
の
添
付
を

事
業
所
得
な
ど
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
っ
て
い
る
人
で
白
色
申
告
を
提

出
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
年
の
総
収

入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載

し
た
収
支
内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

総
収
入
金
額
報
告
書
の
提
出
を

事
業
所
得
な
ど
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
っ
て
い
る
人
で
、
そ
の
年
の
事

業
所
得
な
ど
の
総
収
入
金
額
の
合
計

額
が

5
0
0
0
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
そ
の
収
入
金
額
の
ム
旦
引
額
な
ど

を
記
載
し
た
総
収
入
金
額
報
告
書
を
、

3
月
日
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
人
は
除
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

選
挙
関
係
の
お
尋
ね
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
(
市
役
所
別
館
1

階
)
へ
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

nu 

amw包
闘
を行

い
ま
す

税
務
署
の
職
員
に
よ
る
、
納
税
相

談
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間

2
月
げ
日
開
1
3
月
比
日
幽

※
土

・
日
曜
日
は
行
い
ま
せ
ん
。

時
間

午
前
9
時
初
分

1
午
後
4
時

場
所

市
役
所
第
2
会
議
室

贈
与
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

昭
和

ω年
分
の
贈
与
税
の
申
告
は
、

2
月
1
日
1
3
月
日
日
ま
で
で
す
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
忘
れ

な
い
よ
う
早
自
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮
諌

早

②

1
3
7
0
)
へ
お
気
軽
に
。

的
協

例
以

例
以

抑
協

総

健

康

は

日

頃

か
ら
の
心
が
け

絃

が

大

切

で

す
。

奴

毎

年

1
回
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク

努
り
で
、
安
心
の
毎
日
を
過
ご
し
ま

冒噌，，

し
よ
う
。

ナ

対

象

ω歳
以
上
の
人

司ヨ
d

※
昨
年
8
月

i
m
月
に
病
院

、，

で
健
診
を
受
け
た
人
。
ぉ

P
U

よ
び
各
種
社
会
保
険
な
ど

一

子

で
、
健
診
を
受
け
る
こ
と

A
4
'

が
で
き
る
人
は
除
き
ま
す

0

.
，
同
・
料
金

無
料

、J
F
K

※
精
密
検
査
が
必
要
な
人
は

B
4

1
0
0
0
円
負
担
し
て
い

議mm 
mm 

m即引

r-
W
践

的
説

的
践

例
防総総総

健
康
は自

分
に
対
す
る

思
い
や
り

持
っ
て
く
る
も
の

安
也
人
健
康
手
帳

安
も
人
医
療
受
給
者
証

①
健
康
診
査
費
一
部
負
担
盃

免
除
証
明
書
(
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
。
生
活
環

境
課
で
発
行
し
ま
す
)

④
大
村
市
生
活
保
護
受
診
証

明
書

※
②
1
④
は
、
該
当
す
る
人

の
み

受
診
方
法

直
接
、
会
場
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

※2月は消エネルギー月間 (ちょっとした工夫で省エネに心掛けましょう)

月日 izk z 土場 受 付 時 間

2月3日
大村市農協福重支所

9 :30~ 11 :00 

(月) 13:00~ 15 :00 

4日
大村市農協竹松支所

9:30~ 11 :00 

(刈 13 : 00 ~ 15 : 00 

5日
大村市農協萱瀬支所

9 : 30~ 11 :00 

(水) 13 : 00~15 : 00 

6日 中地区公民館 9:30~11 :00 

(村 大村市農協本所研修館 1 3:00~ 15 :00 

7日 福祉 セ ンタ ー 9:30~ 11 :00 

(封 大村市農協大村支所 13: 00 ~ 15 : 00 

12日
大村市農協鈴田支所

9:30~11 :00 

(*) 13 : 00 ~ 15: 00 

13日 大村市農協二浦支所 9 : 30~11 :00 

(木) 大村市 東 部漁 協 13 : 00~ 15 :00 

14日 松 原 農 協 9: 30 ~ 11 : 00 I 

(釘 浦 一区公民 館 1 3:00~ 15 :00 I 

一般健康診査日程
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包
容
器
〔
6
0

すこやか人生は成人病予防から

。
G 

成
人
病
予
防
週
間

2
月
1
日
(

J

7

日

ガ
ん
、
脳
卒
中
¥
山
川
臓
病
、

高
血
圧
症
¥

糖
尿
病
と
い
え
ば
¥
成
人
病
の
代
表
的
な
も

の
で
す
。

現
在
は

υ
成
人
病
の
時
代
H

と
い
わ
れ
ま

す
。
何
歳
を
過
ぎ
れ
ば
¥
こ
れ
ら
の
病
気
と

隣
り
合
わ
せ
で
腰
か
け
て
い
る
よ
う
な
感
じ

と
い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

な
か
で
も
」

二
大
成
人
病
H

と
い
わ
れ
る

三
悪
ト
リ
オ
の
死
亡
撃
を
み
て
み
ま
す
と、

近
年
¥
脳
卒
中
の
死
て
率
ガ
減
少
の
傾
向
に

あ
る
の
に
対
し
て
¥
山
臓
病
は
増
加
の
力
|

ブ
を
だ
ど
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
田
年
の
統
計

で
は
¥
⑦
、
ガ
ん
②
脳
卒
中
③
山
臓
病
の

順
位
で
し
芝
、
ガ
¥
昭
和
印
年
に
は
死
亡
率
の

第
2
位
と
第
3
位
、
か
逆
転
し
、
山
臓
病
、
ガ
第

2
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

一欧
米
型
に
な
り
つ
つ
あ
る

日
本
の
、
心
臓
病

心
唾
病
と
い
っ
て
た
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
成
人
病
と
し
て
特
に

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
は
、

虚
血
性
心
疾
患
で
す
。
そ
の
代
表
的

つ
ぎ
の
二
つ
で
す
。

な
も
の
は
、

・
狭
心
症

心
臓
に
分
布
す
る
冠
状
動
脈
が
け

い
れ
ん
を
お
こ
し
た
り
、
動
脈
硬
化

に
な
っ
て
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る

と
、
心
臓
の
筋
肉
は
酸
素
不
足
に
な

り
ま
す

γド
れ
が
狭
心
症
で
す
。

-
心
筋
梗
塞

冠
状
動
脈
の
一
部
分
が
完
全
に
つ

ま
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
動
脈
か
ら

酸
素
や
栄
養
を
も
ら
っ
て
い
る
心
筋

が
障
害
を
う
け
ま
す
。
こ
れ
が
心
筋

梗
塞
で
す
。

こ
の
よ
う
な
虚
血
性
心
疾
患
は
、

欧
米
で
は
極
め
て
多
い
病
気
で
、
日

本
の
心
瞳
病
も
、
こ
の
欧
米
型
の
仲

間
入
り
を
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
食
事
内
容
が
欧
米

化
し
て
き
た
こ
と
な
ど
や
、
職
場
や

社
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
が

増
え
て
き
た
こ
と
な
ど
と
事
援
な
関

係
が
あ
る
よ
う
で
す
。

お
か
し
い
と
患
っ
た
ら

す
ぐ
専
門
医
ヘ

い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
、

家
へ
帰
っ
て
好
き
な
酒
を
一
杯
や
り
、

床
に
つ
い
た
と
思
っ
た
ら
突
然
心
臓

発
作
に
見
舞
わ
れ
て
急
死
||
心
臓

病
に
よ
く
見
ら
れ
る
ケ

i
ス
で
す
。

心
臓
病
も
、
他
の
成
人
病
と
同
じ

よ
う
に
か
早
期
発
見
。
が
大
切
で
す
。

早
い
時
期
の
症
状
は
大
き
く
次
の
五

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
息
切
れ
②
む
く
み

③
駒
痛

実 し と 病 だた すいり た 初症
践ょが気んりそ 。るのとめ状成
しう最のの ま の こ 重 きてが 人
て 。良原健えた と症に医あ病
みぜの因 j棄のめ がには師らは
てひ予 を 管 こ に 多 な 、 を わ
〈 、防つ理と は いつか訪れ自
だ次だくにで、 とてなねて覚
さのとら気すし い ーー
いこいなをがご わ ，ごヲ
。とえいつ、〈 れ 巳三
を ま こ け ふ 当 ま /益法

|成人病の予 防 l い i

ふだんの健康管理に気をつけよう

. ...をてて . 
ま定 ス積 余ス 太 肥 と いい 栄 しも
し期 ト極 暇ポ り満 りなる養 を う
よ的 レ的 を l過 を 週いかの ー

うに スに 十ツ き 防 きか?パ 度 ! 

健 解気 分で はごて? ラ
康 消分 に健 成 う い 野ン 食
診 を転 楽康 人 な砂菜ス 生
査 。換 し増 病 ぃ糖がが 活
を を も 進 の かや不保 の
受 図 う も ?塩足た 見
けり と 分しれ 直

⑨
動
惇
⑤
脈
の
不
整
で
す
。

こ
の
う
ち

d
u切
れ
。
と
か
む
く

み
。
は
血
液
を
循
環
さ
せ
る
ポ
ン
プ

と
し
て
の
心
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ

た
場
合
の
症
状
で
す
。

ρ

胸
痛
。
は
心
臓
の
筋
肉
に
酸
素

不
足
が
起
き
た
と
き
に
感
じ
ら
れ
、

胸
全
体
が
ジ
ワ
l
ッ
と
し
め
つ
け
ら

れ
、
特
に
胸
の
中
央
に
あ
る
胸
骨
の

裏
側
に
熱
い
鉄
の
塊
が
入
っ
て
い
る

よ
う
だ
と
表
現
す
る
人
が
多
い
と
い

い
ま
す
。

か
動
惇
。
は

4ω
切
れ
。
と
一
緒

に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た

脈
の
乱
れ
が
あ
る
と
き
に
も
起
こ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
症
状
が
あ
る
と
、
心
臓

病
が
疑
わ
れ
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
ほ

か
の
病
気
と
の
関
連
か
ら
も
起
こ
り

ま
す
。

「お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た

ら
専
門
病
院
で
精
密
検
査
を
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

8⑧9658 (いつでも受け付けます。慈恵荘)※ボケ老人介護相談電話室
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ホルスタインから黒毛和牛誕生? (東大村守丁目)

このほど、東大村1丁目の松谷茂さんのホルスタイ

ンに、受精卵を移植し、仮り腹で黒毛利牛の子牛ガ

‘・ 県内で初めて誕生。子牛は現在、順調に生育してい

ます。

着々と進む、池田貯水池甑張工事(括

池)

陸上自衛隊第4施設大隊の協力により¥池田貯水

池の拡張工事を行っています。隊員の皆さんは、

トラックケレ ンなどの重機器を駆使して¥作業

を進めています。これにより貯水能力は、現在の

10万トンから倍の20万トンになり、ォ日給水能力

も600トンから2200トンになります。一一一一一一」

‘寒風をついてマラソン、 駅伝大会 (垢 三浦地区)

第6回の三浦地区青少年マラソン -駅伝大会ガ開か

れ、小学オ年生から大人ぎで¥約250人が参加。 寒さ

もなんのその、周囲ガら声援をうけながら力走しま

しだ。

安い掛金(480円)で

大きな保証(最高100万円)5

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
安
い
掛

金
で
万一

の
事
故
に
備
え
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

昭
和
日
年
度
は
、

1
万
4
1
7
5

人
が
加
入
(
加
入
率
初
・5
%
)
し、

1
1
5
人
が
保
険
金
の
支
払
い
を
受

け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
交
通
事
故
の
発
生
状
況

な
ど
を
み
る
と
、
も
っ
と
多
く
の
人

が
加
入
し
て
い
る
と
、
保
険
金
の
支

、っ

払
い
対
象
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

よ

ま
す
。

劃

i
支
払
い
の
例
l

ー

ν
①
市
道
で
、
自
転
車
と
歩
行
中
の
老

入

人
が
衝
突
し
、
老
人
が
死
亡
。
老

加

人
は
、
市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加

こ

入

(
2
口
)
し
て
い
た
た
め
、

2

b
B

・0
0
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
し
た

m
R②
パ
ス
に
乗
っ
て
い
た
女
性
が
、
ド

固
'
ア
で
腕
を
打
僕
。

2
万
円
の
保
険

d
m
g

金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

島
田
副
交
通
事
故
は
、

い
つ
、
誰
が
、
ど

M
M
H

こ
で
あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
万

融
瞳
閣
一
に
備
え
、
家
族
み
ん
な
で
、
市

区
町
自
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
し

り

温

調

ょ
う。

2
月
初
日
か
ら
受
け
付
け

守

向
誕
の
予
定
で
す
。

お

酢
広
詳
し
く
は
、
後
日
、
お
知
ら
せ
し

の

富
田
ま
す
。

な

回
極
細

問
い
合
わ
せ
先

ん

叫

町

生

活

環

境
課
交
通
防
犯
係

み

8③4070 (月曜日~土曜日、午前10時~午後5時、諏訪保育園)※子育て電話相談室



(8) b むお

長崎県身体障害者

更生指導所

ム尽a0 肉

手
、
足
、
体
幹
な

ど
に
障
害
が
あ
る
人

の
た
め
に
、
そ
の
障

害
に
あ
っ
た
職
能
指

導
や
機
能
回
復
訓
練

を
行
い
、
自
立
更
生

を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
入
所
生
を
募

集
し
ま
す
。

お111川11川川川

訓
練
科
目

・
職
能
訓
練
H
印
刷
科
、
洋
裁
科
、

和
裁
科
、
編
物
科
、
自
動
車
訓
練

叶斗
-
S
1
 

・
機
能
回
復
訓
練

対
象
介
護
を
要
し
な
い
日
歳
(
自

動
車
訓
練
科
は
凶
歳
)
以
上
の
肢

体
障
害
者
で
更
生
意
欲
が
あ
る
人

定

員

叩

人

申
込
期
限

2
月
初
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

原
爆
被
爆
者
の
皆
さ
ん
へ

戴
醸
支
度
盆
を

差
し
上
げ
ま
す

被
爆
者
ま
た
は
、
被
爆
者
と
生
計

を
同
じ
く
す
る
子
供
が
就
職
す
る
場

合
、
就
職
支
度
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
・
サ
ン
ラ
イ
フ

ム

司

司

自

軽
費
老
人
ホ

l
ム
は
、
塞
挺
環
境
、

住
宅
事
情
な
ど
に
よ
り
居
宅
で
生
活

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
が
、
低
額
な

料
金
で
利
用
し
、
健
康
で
明
る
い
生

活
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設

で
す
。

入
居
条
件
・

ω歳
以
上
の
人

※

ω歳
以
上
の
配
偶
者
の
人
と
共

に
利
用
さ
れ
る
人
は
、

ω歳
未

満
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

・
健
康
で
日
常
生
活
、
集
団
生
活
が

で
き
る
人

・
家
庭
の
事
情
な
ど
に
よ
り
、
家
族

と
の
同
居
が
困
難
な
人

-
利
用
料
、
そ
の
他
必
要
な
費
用
が

納
入
で
き
る
人
。

利
用
料
(
昭
和

ω年
4
月
現
在
)

4
万
6
7
5
0円
1
5万
4
4
5

0
円

※
冬
期
(
日
月
1
3月
)
は
、

1

5
0
0円
加
算
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

サ
ン
ラ
イ
フ

Q
T
m
荒
平
町
1
2

5
0、
宮
③
3
1
1
0
)

第

4
固
特
別
弔
慰
金
の

申
請
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

大
村
市
で
は
、
戦
没
者
遺
族
の
皆

さ
ん
た
ち
の
、
第
4
回
特
別
弔
慰
金

申
請
受
け
付
け
を
、
昨
年
日
月
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和

ω年
1
月
比

日
よ
り
3
年
の
聞
に
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
、
時
効
消
滅
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
申
請
し
て

い
な
い
人
は
、
早
目
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
係

生
活
援
坊
と

i

修
康
づ
く
り
を
考
え
る
:

ー
予

防

支
給
条
件
被
爆
者
の
属
す
る
世
帯

が
低
所
得
(
市
民
税
が

2
0
0
0

円
以
下
)
の
世
帯
で
公
共
職
業
安

定
所
を
通
じ
て
就
職
す
る
人
。
た

だ
し
、
す
で
に
受
領
し
た
こ
と
が

あ
る
人
を
除
き
ま
す
。

支
給
金
額
・
被
爆
者
本
人
H
4万
円

.
被
爆
者
の
子
供
H
2万
円

申
込
方
法

3
月
5
日
附
ま
で
に
福

祉
課
へ
申
請
書
(
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
)
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
福
祉
課
社
会
係

「
健
康
で
あ
る
」
と
き
守
つ
こ
と

は
、
幸
せ
な
生
活
を
送
る
大
き
な

条
件
で
す
。

健
康
を
阻
害
す
る
も
の
の
一
つ

に
、
~
伝
染
病
が
あ
り
ま
す
。

医
学
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
伝

染
病
は
、
除
々
に
克
服
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
は
、
伝
丞
病
防
止
と

予
防
の
た
め
、
定
期
的
に
実
施
し

免
疫
を
与
え
て
、
-
伝
塗
病
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

大
村
市
で
は
、
医
師
会
の
協
力

や
か
で
す
。

そ
ん
な
会
場
で
、
あ
る
お
母
さ

ん
に
尋
ね
る
と
「
お
兄
ち
ゃ
ん
の

時
は
、
ハ
シ
カ
の
予
防
接
種
を
受

け
な
か
っ
た
の
で
、
ハ
シ
カ
に
か

か
り
肺
炎
に
ま
で
な
っ
た
ん
で
す

よ
。
そ
れ
か
ら
は
、
予
防
接
種
の

日
は
カ
レ
ン
ダ
ー
に
大
き
な
赤
い

丸
を
つ
け
て
ま
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

現
在
、
ハ
シ
カ
の
予
防
接
種
率

が
低
い
の
で
、

1
歳
6
か
月
に
な

っ
た
ら
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

獲

※耳とことばの相談日

種
川
町
を
得
て
、
予
防

い
接
種
を
実
施
し

必
て
い
ま
す
。

的
該
当
時
期
に

な
は
、
必
ず
予
防

パ
接
種
を
受
け
ま

じ
し
よ
う
。
埠
造

¥
の
際
は
母
子
手

湖
帳
を
お
忘
れ
な

r
t
ノ
¥

接
種
会
場
で

は
、
泣
く
子
供

ゃ
ぐ
っ
と
我
慢

す
る
子
供
な
ど
、

い
ろ
ん
な
表
情

の
子
供
で
賑
ぎ

(2 月 15日、午後 1 時~3 時、福祉センター)
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第

日o
IB o 
三2o
会予の

毎
月
第
1
日
曜
日
は
、
「
健
民
の

旦

で

す

。
市
民
総
参
/加
の
健
康
守つ

く
り
の
一
環
と
し
で
、
市
民
オ
リ
エ

ン
テ
!
リ
ン
グ
大
会
を
開
き
ま
す
。

心
の
ふ
れ
合
い
の
場
、
親
子
の
語
ら

印畠昌司 tle
大村は城下町として栄えてきました。

昔の面影をとどめる町並みも残っていま

す。そんな大村をスライドでわかり易く話

を進めていきます。

日時 2月16日(日) 午後 2 時~4 時

場所福祉センタ一大会議室

演題大村市のすば‘らしい町並み

講師長崎総科大学教授片寄俊秀先生

むおお市政だより(9) 

い
の
場
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

期
日

3
月
2
日
間
、
小
雨
決
行

(荒
天
時
3
月

9
日
間
)

場

所

旭

が
丘
小
学
校
周
辺

種
目A

コ
i
ス
1
中
学
生
以
上

7
h

B

コ
l
ス
1
家
族
組

(成
人
1
人

を
含
む
)

5
M

パ
ー
テ
ィ
ー
構
成

-
グ
ル
ー
プ
4
人
以
内
を
原
則
と

し
、
家
族
組
に
は
必
ず
初
歳
以
上

の
成
人
が
同
行
し
て
く
だ
さ
い。

持
っ
て
く
る
も
の

赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
弁
当
、
水
筒
、

雨
具
な
ど

集
合
場
所
旭
が
丘
小
学
校
運
動
場

受
付

l
午
前
8
時
初
八刀
1
9時

ス
タ
ー
ト

1
午
前
9
時
初
分

解
散

l
午
後
1
時

申
込
期
限

2
月
四
日
側

市内小中学校特殊学級

作 品展

特殊学級に在籍する児童・生徒の力作を

展示します。多数ご来場ください。

期日 2 月 18 日伏)~21 日 (金)

時間 午 前9時30分~午後 5時 (21日は正

午まで)

竹松住民センタ一大会議室

申
込
方
法

保
険
料

(1
人
叩
円
)

を
添
え
、教
菅
委
員
会
体
育
課
へ
。

※
申
込
用
紙
は
、
体
育
課

・
各
小

中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

お
め
で
と
う

片
岡
直
茂
君
(
玖
糾
)

さ
き
ご
ろ
聞
か
れ
た
、
第

2
回
九

州
小
堂
止
+
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
の
5

年
生
男
子
の
部
で、

見
事
、
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

霊

場所

0
0
0
0
0
 

0
o
au
 

g
⑧
1
5
5
5
 

ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集

初
歳
未
満
で
、
市
内
に
住
ん

大 村郵 便局 包司曾ヘorn
局舎新築のため、 1月27日より仮局舎

で営業しています。

期間 昭 和62年 3月中旬まで (予定)

仮局舎場所西三城町6-8 (福祉セン

ター横)

で
い
る
人
ま
た
は
勤
め
て
い
る
人

ク
ラ
ブ
内
容

-
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

1
写
真
の
撮
影
、

現
像
、
プ
リ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

例
会
日

l
毎
月
第
1
・
3
火
曜

口
u

・
朗
読
奉
仕
会
l
視
力
障
害
者
へ
贈

る
、
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
ヘ
吹
き

込
む
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

例
会
日

l
毎
月
第
2
火
曜
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
(
午
後
1
時

1
9
時
)

※
申
し
込
み
と
同
時
に
、
ホ
ー
ム

傷
害
保
険

(1
5
0
円
)
に
加

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

川
哲

初心者社交ダンス講習会

2 月 13 日 ~3 月 30 目 、 毎週木曜日

午後 7 時30分~8 時30分

場所 市コミュニティセンター

種目 ワルツ、タンゴ、キューバンルンバ

受 講料 無料 (教材費は実費)

問い合わせ先 クイ ックアンドスロー

(宮②3460村上、夜のみ)

期間

第22/S大材班青年回文佑祭

※「いじめJをなくし、明るい友だち関係をつくりましょう

ア トラクシ ョン、

うどん)

2月9日(日) 午前 9時30分

市コミュニティセ ンター

芸能、歌合戦、作品展、

バザー(寿司、農産物、

無料

時

所

し

入場料

日

場

催

ハレルヤ・歓喜の歌を歌う会

司日吉 æ~
現在、多くの人が参加して10月の市民音

楽祭を目指し練習中です。

しかし、男声が少ないため再募集をして

います。大きな声で r1¥レルヤ・歓喜の歌J
を歌いましょう 。女声も受け付けます。

対象中学生以上の人

練習日毎月1回(土曜日) 午後7時~9時

会場 市コミュニティセンター

申し込み・問い合わせ先

中地区公民館 (宮③ 13 7 6) 



(10) らむおお"川

昭
和
引
年
度
の
委
託
業
務
に
係
る

指
名
願
を
受
け
付
け

業
種

警
備
、
清
掃
、
浄
化
槽
、
消

防
設
備
、
機
械
器
具
、
そ
の
他
保

守
管
理
を
要
す
る
業
種
(
工
事
、

物
品
は
除
き
ま
す
)

受
付
期
間

2
月
ロ
日
附
l
m
日
制

提
出
様
式
市
指
定
様
式

提
出

・
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
監
理
係

大
村
高
校
定
時
制

募

集

生

徒

資
格

中
学
校
弁
羊
業
(
見
込
み
を

含
む
)
し
た
人

定
員

ω人

申
込
方
法

2
月
ロ
日
附
1
日
日
制

正
午
ま
で
に
、
出
身
中
学
校
を
経

由
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

試
験

3
月
ロ
日
刷
、
日
日
附

問
い
合
わ
せ
先

大
村
高
校

(宮
②
2
8
0
2
)

(東直美ちゃん ・松並2丁目〉
ひがし 怠おみ

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
募
集

資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
初
歳
以

上
の
婦
人

内
容
・
年
数
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

回
答

・
消
費
者
と
し
て
の
意
見
・
要
望
・

情
報
の
提
出

・
モ

ニ
タ
ー
研
修
会
出
席
(年
2
回
)

か品
いと

申
込
期
限

2
月
お
日
幽

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
係

文
部
省

教
育
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

内
容
・

文
部
省
か
ら
の
文
書
に
対
す

る
回
答

・
文
部
行
政
に
関
す
る
意
見
、
要
望

の
提
出
な
ど

募
集
人
員

叩
人

(県
内
)

依
頼
期
間

2
年

資
格

却
歳
以
上
の
日
本
国
民

※
次
の
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

0

・
国
会

・
地
方
議
会
の
議
員

・
常
勤
の
公
務
員
(
教
職
員
を
除

く
)

-
行
政
相
談
員

・
文
部
省
教
育
モ
ニ
タ
ー
経
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庁
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⑫
1
1
1
1
)

選
考
結
果

直
接
、
本
人
に
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

特
許
管
理
講
習
会

日
時

2
月
四
日
閥
、
午
前
日
時
1

午
後
4
時

場
所

県
工
業
試
験
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崎
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権
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度
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礎
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業
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お
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持
許
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・
そ
の
他

申
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2
月
口
日
開

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
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発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
県
工
業

試
験
場
内
、
宮
長
崎
⑬
2
6
4
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)

長
崎
県
新
人
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表
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ー
デ
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日
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前
叩
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N
B
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崎
市
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楽
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県
内
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本
県
出
身
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県
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人
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含
み
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す
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長
崎
⑫
6
0
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